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平成 25 年  3月28日

5 水と緑が輝く安全で快適なまちづくりの推進
平成23年度　～　平成26年度　（4年間） 広島市

・都市における水と緑の公的空間である公園・緑地面積をH23年度からH26年度までに9ha確保する。

計画期間内に本市整備により供用開始される都市公園の面積。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26

5-A-2 公園 一般 広島市 直接 緑化重点地区総合整備事業（牛田地区） 広島市 30

5-A-3 公園 一般 広島市 直接 都市公園事業（平和記念公園） 広島市 90

5-A-4 公園 一般 広島市 直接 都市公園事業（河岸緑地） 広島市 157

合計 277

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26

5-C-2 公園 一般 広島市 直接 絵下山公園再整備事業 テレビ施設跡地を含めた再整備 1.0広島市 63

5-C-3 公園 一般 広島市 直接 深川第七公園整備事業 ため池跡地の公園整備　0.06ha 広島市 19
合計 82

番号 備考

5-C-2 平成23年7月終了予定のアナログテレビ放送施設敷地について、施設撤去後の跡地0.5haを含む周辺山頂部約1.0haを都市公園として再整備し、公園・緑地面積の増加に寄与する。

5-C-3 ため池跡地について、都市公園として整備を行うことにより、公園・緑地面積の増加に寄与する。

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26

5-A'-5 公園 一般 広島市 直接 広島市 242 防災・安全移行先

公園 一般 広島市 直接 緑化重点地区総合整備事業（安古市地区） 広島市 35 地域自主

公園 一般 広島市 直接 都市公園事業（河岸緑地） 広島市 47 地域自主

公園 一般 広島市 直接 広島市 83 地域自主

C' 公園 一般 広島市 直接 寺山公園整備事業 広島市 7 地域自主

ha - ha

A' 広島市 東部河岸緑地、西部河岸緑地　計画延長47.7km

広島市 広島市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 バリアフリー化、老朽化施設の改築・更新

広島市 上安第五公園整備（0.22ha)

広島市

番号 事業者

照明施設、スロープ整備等施設のバリアフリー化　12.2ha

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

広島市

事業者

牛田東第四公園整備(0.15ha)

要素となる事業名
市町村名

（事業箇所）

Ａ

　　計画の成果目標（定量的指標）

事業者

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費 359 百万円

交付対象事業

9 ha-

社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

広島市は、水と緑が輝くうるおいのある国際平和文化都市の実現を目指し、豊かで美しい自然環境を生かしつつ、安全、快適で美しい都市景観を有する質の高い都市環境の創造に取り組んでいる。近年の
地球温暖化やヒートアイランド現象等の環境問題への対応及び災害時における避難場所として公園緑地が大きな役割を果たすことが期待されており、都市における公園・緑地の更なる整備を進める。ま
た、平和記念公園については、暗がりの解消のための照明施設の整備や、園路や便所のバリアフリー化などを行い、水と緑が輝く安全で快適なまちづくりを推進する。

計画の期間
計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式
当初現況値

全体事業費
（百万円）

最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
22.8%

効果促進事業費の割合

（H23当初）

Ｃ277 百万円 82 百万円Ｂ

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名

広島市

広島市 東部河岸緑地、西部河岸緑地　計画延長47.7km

全体事業費
（百万円）事業者

事業実施期間（年度）

Ａ’ 7 百万円 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')）407 百万円

事業内容
市町村名

港湾・地区名

バリアフリー化、老朽化施設の改築・更新

広島市

11.5%Ｂ’ Ｃ’

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

広島市 寺山公園山地部整備　5.8ha

広島市 広島市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

（H26末）

その他関連する事業

要素となる事業名 事業内容
全体事業費
（百万円）

番号

番号
（延長・面積等）

事業内容
市町村名



（参考図面）市街地整備

計画の名称 5 水と緑が輝く安全で快適なまちづくりの推進

計画の期間 平成23年度　～　平成26年度　（4年間） 広島市交付対象

安佐北区

安佐南区

西区

中区

東区

南区

佐伯区

安芸区

佐伯区

（湯来町）

5-A-4 都市公園事業（河岸緑地）

牛田東第四公園(0.15ha)

広島駅

5-A-2 緑化重点地区総合整備事業

西部河岸緑地
東部河岸緑地

東部河岸緑地

5-A-3 都市公園事業（平和記念公園）

5-C-3 深川第七公園整備事業

5-C-2 絵下山公園再整備事業



（広域連携事業等タイプ）

計画の名称：水と緑が輝く安全で快適なまちづくりの推進　　事業主体名：広島市 　　　　             

チェック欄

　１）基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

(該当するものに○）
１　国土形成計画全国計画　　２　国土形成計画広域地方計画、北海道総合開発計画又は沖縄振興計画
３　社会資本整備重点計画　　４　環境基本計画　　５　その他(広島市第5次基本計画、緑の基本計画）

　１）広域的特定活動により、目標達成の可能性が高い。 ○

　２）広域的特定活動の拠点としての拠点施設の位置づけが妥当である。 ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　４）拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業の一体性が確保されている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ー

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）他の事業との連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ー

　１）拠点施設で広域的特定活動が実施される見込みが高い。 ー

　２）拠点施設整備を新たに行う場合、その蓋然性が高い。 ー

　１）民間事業者等の多様な主体との連携が図られている。 ー

　２）事業実施のための環境整備が図られている。 ○

⑤計画の具体性

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合等

②目標と広域的特定活動及び拠点施設との関係

④事業の効果

Ⅲ．計画の実現可能性
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